
破損軽微。

略 図

義騨娩=万浦がァン多u」

角の形状

天端 640     下端 6.20

左 050           右 0,30

072  最高点位置 右 280

打込ハギ・舌L積

部分崩壊 。ズレ

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

左変曲点 全景写真 1
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石垣番号 kln 156 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      本丸上の段

石垣部位 郭 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

、`ど`apう

角の形状

右 1入角

左 lkm 157ヘ

石垣延長 天端 14.20 下端 1430

石垣高さ
左 2.30           右 1.12

最高 2.64  最高点位置 左 4.00

石垣勾配
左 0.30           右 010

最高地点 0.35

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C =三==多
″
多rt゛予―

―

ヾ

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

lVL子 1上揖好勁稚
子予り尊 加 逮.

ittR

膨 鼈 ア p  5  ザ |

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 h157 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1      本丸上の段

石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′酎 [に在する)

角の形状

右 lkm 156ヘ

左 1出角

石垣延長 天端 15,70    下端 20.00

石垣高さ
左 7.76           右 2.30

最高 7.76  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.30           右 0.30

最高地点 0.30

地盤状況 土 。斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 ソリのカーブが特徴的。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 血 158 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓 台

謙 さ 苓
菫きさfま

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 11.00    下端 11.20

石垣高さ
左 320            右 225

最高 320  最高点位置 左

石垣勾配
左 右

最高地点 0.15

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項
60～ 80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。算木積 (低)。 露岩上
に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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本丸上の段

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

“デ  ミニ
蒸■黄ェrミ

、        オY泌ミ、
‐群肇鶴竜くよい＼

=＼

ごヽ

60～ 80cmの割石を隅角に、
に築造。

略 図

/19″独

天端 1.94     下端 2.10

最高 2.25  最高点位置 左

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 kna 160 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 本丸上の段

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 174          右 252

最高 252  最高点位置 右

石垣勾配
左 右

最高地点 015

地盤状況 石

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 60～ 80cmの割石を
岩上に築造。

隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。右端算木積 (低)。 露

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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石垣番号 kln 161 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓台 石 la位置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

�
隠

角の形J犬

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 10.60        下端 10.95

石垣高さ
左 2.52            右 2.80

最高 2.80  最高点位置 右

石垣勾配
左 右

最高地点 0.15

地盤状況 岩・平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 60～ 80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。左端下は露岩上に築
造。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
略 図

と玲箪荊阪 '

ミ
偽
、

全景写真 1
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本丸上の段

石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

60～ 80卿の割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。左算木積 (高 )。 上か
ら1/3地点横に目地通る。露岩上に築造。問詰石のヌケあり。

略 図

天端 315     下端 3.20

2.80  最高点位置 左

左 015           右 0.10

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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小松山城跡 本丸上の段

石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′き部に在する)

60～ 80cmの割石を隅角に、40cn程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。右算木積 (高 )。 露岩
上に築造。間詰石ヌケあり。

略 図

9  。5  Ⅲ

天端 2.00          下端 200

左 015           右 012

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 lola 164 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 2.10     下端 2.30

石垣高さ
左 2.26          右 151

最高 226  最高点位置 左

石垣勾配
左 0,12           右 0.12

最高地点 012

地盤状況 ］石

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項
60～ 80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。左算木積 (高)。 入角
のかみ合わせが浅い。斜めに目地。隅角に岩露出。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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石垣番号 kln 165 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 権 台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形1犬

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 3.30          下端 330

石垣高さ
左 302           右 3.60

最高 3.60  最高点位置 右

石垣勾配
左 010           右 0,05

最高地点 005

地盤状況 岩

軽澤石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。乱積

舞 連
ユエヽ ´

彰

石垣現状 良好 ｀
、ミ

構築年代 Ⅲ期 15n° Z2ぶ

子監

“
響 講 璽 → 耳 平 再 手 講 → ＼危 険 度 C

特記事項 60～ 80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。立石を使用。入角部に
岩露出。斜めに目地通る。露岩上に築造。算木積 (低)。 間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

―
一

全景写真 1

317



石垣 位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

60～ 80cmの割石を隅角に、40cn程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。中央から右端にかけて
岩。斜めに目地通る。石材の形状に統一感がない。間請石のヌケあり。露岩上に築造。

天端 6.50         下端 6.90

最高 3.58  最高点位置 左

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 kll1 167 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

三」 、ヽミ:＼ 1＼守

角の形1犬

右 1入角

左
1出

角

石垣延長 天端 330         ~下 端 3.30

石垣高さ
左 230           右 2.80

最高 2.80  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.10           右 0.10

最高地点 0.10

地盤状況 平坦面

石材種別 害悔百

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 C

特記事項 60～ 80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。全体に岩露出。明瞭で
ない算木積 (低)。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 m168 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓 台

角の形状

右1出角

左1入角

石垣延長 天端 206         下端 2.30

石垣高さ
左 126           右 2.00

最高 2.00  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.05           右 0.15

最高地点 0,15

地盤状況 岩

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 60～80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。右隅角算木積 (高 )。
入角部に岩露出。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略

全景写真 1
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本丸上の段

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

60～ 80cmの割石を隅角に、40cm程 の方形に近い割石をその中に使う。天端石を揃える。左隅角算木積 (高 )

左端近くに岩露出。

略 図

出角

天端 1445    下端 1515

左 200           右 318

最高 3.18  最高点位置 右

左 0,15           右 010

最高地点 0.10

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

左変曲点 右変由点
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石垣番号 m170 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1        後由輪

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け・土

左 1出角

石垣延長 天 端 下端 1.25

石垣高さ
左 1.00           右 0.26

最高 100  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜 面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1
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石垣番号 kn1 171 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       後曲輪

石垣部位 郭 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

＼＼、

角の形状

右 1出角

左 |す り付け・土羽

石垣延長 天端 400     下端 400

石垣高さ
左 0,12           右 1.00

最高 1,00  最高点位置 右

石垣勾配
左 0,00            右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 斜面

石材種別 割石

弐
｀
ポ飴隠

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 前面急斜面。

破損の要因と破損状況
略 図

施正法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 2全景写真
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石垣番号 kn1 172 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 後曲輪

石垣部位 郭 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′酪 卜に在する)

角の形状

右 1入角

左 |す り付け

石垣延長 天端 17.50    下端 1817

石垣高さ
左 右

最高 465  最高点位置 左 4.50

石垣勾配
左 0.08           右 0.00

最高地点 0.90

地盤状況 土

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ ヌケ・ハラミ

構築年代 廃城後改修

危 険 度 B

特記事項 樹木によってその
天端石が内側に傾

りが大きくはみ出して居る。ズレも見られる。6割 くらいがハラミだが、それなりに安定。

破損の要因と破損状況
図

家参絡tr陣御
'I'た

宝

本 書赫●・

半D、 /筑

1｀ ラミ炊彰.η てレ

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、ヌケ、ハラミ
がみられる。

右変曲点
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石垣番号 ldr1 173 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       後曲輪

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内■,い部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 455     下端 460

石垣高さ
左 2.24           右 2.71

最高 2.71  最高点位置 若

石垣勾配
左 0.50           右 0.35

最高地点 0.35

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。崩落の危険なし。算木積 (高)。 谷積あり。

破損の要因と破損状況
図

翻 ゎ浙ハアレ,レ

滋 Dt●琶とA
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全景写真 1
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石垣番号 lat 174 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 柊 台 石 垣 位 置 に亥当石垣は円内中心部に在する)

ミ

%
物

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 6.80     下端 7.50

石垣高さ
左 0,90           右 2.12

最高 2.12  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00            右 026

最高地点 0.26

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。算木積 (高 )。 崩落の危険なし。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
図
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左変曲点 右変曲点
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石垣番号 lda1 175 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 櫓 台

笏

″
勿
１

角の形状

右 1出角

左1入角

石垣延長 天端 475     下端 480

石垣高さ
左 1,76           右 0.61

最高 176  最高点位置 左

石垣勾配
左 000            右 005

最高地点 000

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好 ズレ・天端石欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積 (高)。 安定している。右奥土砂で埋もれる。崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 血 176 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       後曲輪

石垣部位 権台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 6.70     下端 6.95

石垣高さ
左 0.92           右 1,76

最 高 最高点位置 右

石垣勾配
左  0。10           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。算 卜積 (高 )。 昭和58年修理。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
図

。施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

左変曲点 右変由点
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後曲輪

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

石段部分は下半分半壊状態 (石材のズレ、崩落)。

略 図

次{
■ 恥 "分け＼j物 め

鯵1左ttし

'&に

?イ後び

天端 5.85     下端 560

最高 0.81  最高点位置 左

打込ハギ・舌L積

ズレ・ハラミ・ヌケ・割レ・崩落

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、小ハ
ラミ、ワレがみられる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kll1 178 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 柊 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中,騨[に 在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 6.20         下端 590

石垣高さ
左 0.10      右 149

最高 149  最高点位置 右

石垣勾配
左 000           右 0.08

最高地点 0.08

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 小ハラミ・部分崩壊

構築年代 Ш翔

危 険 度 B

特記事項 石段部分は下半分半壊状態 (石材のズレ、崩落)。 間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
図

シやん手4ひ J

維協
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緒鰺ど霧
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~tuみ闊警/urケ 多い

施工法等構造上の問題など
により、小ハラミ、部分崩
壊がみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kla1 179 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 郭 。その他 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1入角

石垣延長 天端 7.20         下端 7.20

石垣高さ
左 0.30           右 0.10

最高 045  最高点位置 左 1.00

石垣勾配
左 0.00           右 0.00

最高地点 0.00

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。雁木最上段に相当。崩落の危険なし。左端は小石用いる。石は列石平置き。間詰石のヌケ。

破損の要因と破損状況
図
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全景写真 1
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石垣番号 kll1 180 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 郭 。その他 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′さ部に在する)

単一
角の形状

右 1入角

左 1入角

石垣延長 天端 450     下端 495

石垣高さ
左 0.00      右 147

最高 147  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00            右 000

最高地点 0.00

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 多少はらむが安定している。上一石のみ控えて積む。積み足しではない。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略

全景写真 1
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石垣番号 km 181 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 郭 。その他 石垣 位置 (言亥当石垣は円内中,と 部ヽに在する)

―

ゝ
Fヽ ヽヽ ゝ＼ ＼ゝヽ ＼＼

k♪・・」うメ
角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 090          下端 1.25

石垣高さ
左 161            右 1.80

最高 180  最高点位置 右

石垣勾配
左 010           右 010

最高地点 010

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハ ラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 左隅角部多少ハラムが崩落の危険なし。問詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
図
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全景写真 1
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石垣番号 m182 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位
昔
▼ 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状 鍮
石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 0.20            右 1,90

最高 1,90  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 0,10

地盤状況 石段

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。算木積 (高 )。 隅角以外は小石が多い。

破損の要因と破損状況
図

滲2仁

第十猿攻多μ
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多つメ >ηレV

全景写真 1
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石垣番号 kll1 183 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位

角の形状

右 1出角

左 |す り付け・塀石垣

石垣延長 天端 16.40        下端  15.60

石垣高さ
左 2.90      右 143

最高 2.90  最高点位置 左

石垣勾配
左 020           右 0,20

最高地点 0.20

地盤状況 平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積一部落し積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。昭和58年修理。崩落の危険なし。根石近くに落し積。積み直しライン分かる。 (右大半は)い く
つかライン通る。

破損の要因と破損状況
図

/Nヒ
B施  (

I豆ス窮ん

Й婢為々 ス社こうイ豹夕で多んを調ヽ1ヱ uみ。
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右変曲点左変曲点
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石垣番号 甑 184 1地 区 名 1     小松山城跡 由 輪 名 1       後曲輪

石垣部位 郭 。その他

勘
角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 5,75     下端

石垣高さ
左 2.75            右 236

最高 2175  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.20           右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 十 。岩・土留石垣上

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハ ラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。左隅角算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

∽
膊

・施工法等構造上の問題など
により、小ハラミがみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 lqla 185 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 土留 石 垣 位 置 G宏 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 8.20     下端 930

石垣高さ
左 236           右 0.28

最高 236  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.22            右 000

最高地点 0.22

齢播 J★ :耳 土留土垣

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

∂ジ▼独
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左変曲点 右変曲点
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後曲輪

石垣位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

石は土羽岩盤すりつけ。右側約20%崩壊。

略 図

π

すり付け

出角・但しカーブ

天端 7.90          下端 850

最高 2,75  最高点位置 右 265

左 0,15      右 010

最高地点 040

割石・野面石

打込ハギ・乱積

部分崩壊・良好

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 m187 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1        後曲輪

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′腑 [に在する)

絡ぶヾ
ヾ

沙'い∨ ノ
ノ
拇ッ篤!:|:!

`   
し ゛

 v 。 , 10  ャ 烈′

角の形状

右 1出角カーブ

左 |す り付け

石垣延長 天端 2.70         下端 2,90

石垣高さ
左 1,90           右 2.60

最高 2.60  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.35           右 015

最高地点 015

地盤状況 平坦面・土

石材種別 野面石・割石

石積正法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊・良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。左半分 (50%)崩壊。崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

汐、7X∂ うヽケユひり彰l1/7亡 布鬼争
弓歩

p爽膨

。施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1
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石垣番号 面 188 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1     水の手御門脇曲輪

石垣部位 郭 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角 。曲線で111につづく。

石垣延長 天端 480     下端 480

石垣高さ
左 2.30           右 2.60

最高 2.80  最高点位置 左 2.30

石垣勾配
左 040      右 040

最高地点 0.50

地盤状況 土・斜面

石材種別 切石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 石垣上に木 (6本)が生えるが安定している。将来的には樹木の枯れによって崩落の危険あり。

破損の要因と破損状況
倒各

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

左変曲点
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石垣番号 kn1 189 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1     水の手御門脇曲輪

石垣部位
昔
子 石 垣 位 置 骸 当石垣 は円内中心部 に在す る )

Ю Oと 2鯨

角の形状

右 1入角

左 |す り付け 。188石垣

石垣延長 天端 1130    下端 11.30

石垣高さ
左 2.60            右 0.87

最高 3.00  最高点位置 左 3.30

石垣勾配
左 040      右 0.00

最高地点 050

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ・崩落

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 安定している (う ねっているが)。 将来的には樹木の枯れで崩落の危険性あり。

破損の要因と破損状況
図
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。施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
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石垣番号 lQI1 190 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1     水の手御門脇曲輪

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 0.80          下端  100

石垣高さ
左 0.88           右 145

最高 1.45  最高点位置 右

石垣勾配
左 0,05           右 0.05

最高地点 0,05

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。ていねいに積んでいる。崩落の吃険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

全景写真 1

342



石垣番号 lQn 191 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1     水の手御門脇曲輪

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

υ ψ
彰

ジ ヽガ
ー
シ

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 675         下端 7.00

石垣高さ
左 1.45            右 311

最高 311  最高点位置 右

石垣勾配
左 015           右 015

最高地点 015

地盤状況 土

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。算木積 (高 )。 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

9                                         m

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 Lr1 192 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1     水の手御門脇曲輪

石垣部位 櫓 台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状 謬
石垣延長 天端 450     下端 480

石垣高さ
左 311

高 3H

石垣勾配
左 0.15           右 0.00

点 0.15

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。算木積 (高 )。 崩落の危険なし。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
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左変曲点 右変曲点
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石垣番号 km 193 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1     水の手御門脇曲輪

石垣部位 道 路 石 垣 位 置 骸 ゴ石垣は円内中′心部に在する)

ノ _彦

。 3 伸 OZ獅
ャサ■申議琴と琴琴帯劉

こド壱ドミヾヽ ＼ヽ
ぎ滞 t(卜、角の形状

右 |す り付け 。何となくなくなる

左 |す り付け 。何となくなくなる

石垣延長 天端 1650         下端 16.50

石垣高さ
左 010           右 0.24

最高 105  最高点位置 右 770

石垣勾配
左 000           右 000

最高地点 0.30

地盤状況 斜 面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。埋もれている。崩落の危険なし。石列状。

破損の要因と破損状況
図

ン巧Ⅲう亭廷■ν 》)とこうがブせ十

紳 1つぞ1/7つ 雰`よつT沙 夢`許ら

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

Ｔ
％
麦

比較的大きめで揃った石を使用。間詰石のヌケあり。

略 図

すり付け

天端 1.90         下端 320

左 030            右 000

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1

346



石垣番号 kna 195 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 その他(橋 ) 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 3.80     下端 530

石垣高さ
左 5.05           右 3.80

最高 5.05  最高点位置

石垣勾配
左 0.20            右 0.30

最高地点 0.20

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱穣

石垣現状 割 レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 丁寧に積む。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ワレがみられる。

全景写真 1 右変曲点

347
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石垣番号 kll1 196 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 道路 石垣位 置 (該当石垣は円内中′さ部に在する)

＼＼ くヽ こ＼
「

くざミさヾヾぶヾさヾミざミミ1正
三
τ:ニミここと

角の形状

右 1出角

左 1入角

企

尋

石垣延長 天 端 下端

石垣高さ
左 3.35            右 5.05

最高 505  最高点位置

石垣勾配
左 010           右 0.20

最高地点 020

地盤状況 斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 算木積 (低)。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1

348



石垣番号 km 197 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名
|

石垣部位 道路 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 |す り付け

石垣延長 天端 3.50         下端 4.20

石垣高さ
左 2.95            右 335

最 高 3.35  最高点位置

石垣勾配
左 0.55            右 0.10

最高地点 0.10

地盤状況 斜 面 υ

石材種別 割 石

彦 ,と

“
石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 やや小さめの石材が一部みられる。

破損の要因と破損状況
図

急科爾

施工法等構造上の問題など
により、ハラミがみられ
る。

全景写真 1

349



左右両端埋もれか ?間詰石のヌケあり。

略 図

石 垣 位 置 骸 当石垣 は円内中′鴻 Бに在する )

密冨

,鉗

る!

運

/t ぺ水の部

フ与デ騨とF7娩ll

天端 7.15     下端 7.15

左 0,20            右 023

最高 060  最高点位置

打込ハギ・乱積

ズレ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1 全景写真 2

350



石垣番号 血 199 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石垣位 置 G亥 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右

一
左

すり付け

すり付け

石垣延長 天端 5.60         下端 560
イ

ノ ハ

石垣高さ
左 0.23           右 030

高 0.53  最高点位置

石垣勾配
左 0.00           右 0.10

最高地点 022

地盤状況 斜面 冬 導 ミ 隠 飛 Xlぶくドぐ巡ジ
石材種別 割 石 ‖し,雌
石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C さ ミ (ぐ ぷ さ ヾ へ ヽ ＼ ＼＼＼
S＼持 蒻 墓 評 躙 崖 帝 再 重 要 ヨ

・
l

特記事項 残存部は面を揃える。

破損の要因と破損状況
略 図

韮

0           1            2           3m

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1 全景写真 2
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

すり付け

す り付け

天端 210          下端 2.10

左 069            右 010

左 0.10           右 0,00

地点 0,10

打込ハギ。乱積

0           1           2           3m

フ・
′♪知

破損の要因と破損状況

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

全景写真 1

352



石垣番号 km 201 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名
|

石垣部位 道路 石 垣 位 置 (F亥 当石垣は円内中,b部 に花する)

―
τ
/

角の形状

右 |す り付け

左
1出

角

石垣延長 天端 570          下端 570

石垣高さ
左 025            右 057

最高 076  最高点位置

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 000

地盤状況 土・斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 面が揃わず、前後に傾く。所々部分崩壊。

破損の要因と破損状況
略 図

定、ψ細
ｏ

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、部分崩壊が
みられる。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ヌケがみられる。

353



樹木の侵入がみられる。

略 図

/21i夕知

'ゞ

多ミ

すり付け

天端 12.55         下端 1255

打込ハギ・乱積

小ハラミ・部分崩壊

破損の要因と破損状況

ど
部

。

な

るヽ

題
ミ
れ

問
ラ
ら

の
ハ
み

上

がヽ

造
レ
ケ

構
ズ
カ

等

ヽ
ヽ

法
り
壊

工
よ
崩

施
に
分

全景写真 1
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石垣番号 m203 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 道路 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

!熱
角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け(斜面) 淑

～

ミミ〉津
歩＼くミ三三三五矛====三二

=″
そ
/

石垣延長 天端 472     下端 3,90

石垣高さ
左 1.70           右 1.50

最高 240  最高点位置

石垣勾配
左 0.20           右 0.30

最高地点 0.50

地盤状況 斜面

石材種別 割石

R｀ドペ4＼＼＼さごど

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 面を揃える。石材ほぼ同じ大きさのもの。

破損の要因と破損状況
略 図

穏み七輛渉r

急 斜 衡

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

全景写真 1

355



小松山城跡

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

やや雑な積み方。露岩上の築造。

略 図

せ

】ど

、ヽ

|＼

蕪

す り付け

天端 310         下端 390

090           右 125

最高 1,25  最高点位

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

・露岩と築石面の不整合など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1

356



石垣番号 血 205 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

■
静

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け(地盤)

石垣延長 天端 8,70         下端 8.70

石垣高さ
左 022      右 0.90

最 高 0.90  最高点位置

石垣勾配
左 0.00      右 040

最高地点 040

地盤状況 その他(道 )

石材種別 割 石

石積正法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 全壊

構築年代

危 険 度 全壊

特記事項 数石残るのみ。

破損の要因と破損状況
略 図

012345m

全壊している。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 km 206 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 石段 石垣位置 G亥 当石垣は円内.μ心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 S1525        下端 S15.25

石垣高さ
左 025       右 445

最高 4Ъ   最高点位置

石垣勾配
左 0.00       右 045

最高地点 045

地盤状況 その他(道 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 樹木の侵入が多くみられる。

破損の要因と破損状況
略

,聴み、1

施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

石垣面の樹木の影響などに
より、アヽラミがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 km 207 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 |

石垣部位 道路 石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左
|す

り付け

石垣延長 天端 17.80        下端  17.80

石垣高さ
左 445      右 090

最 高 660  最高点位置

石垣勾配
左 045      右 035

最高地点 050

地盤状況 斜面

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 丁寧に積む。

破損の要因と破損状況
図

0                  5                 10m

鶴琺 でレ1片 織水

埋 エ

・施工法等構造上の問題など
により、部分崩壊がみられ
る。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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安定している。間詰石のヌケあり。

略 図

0         05         1m

石 lB位置 (IVe当 石垣は円内中心部に在する)

‘

囀
熙

小松山城跡

天端 075         下端 075

左 0,10           右 0,00

最高地点 010

打込ハギ・舌L積

破損の要因と破損状況

全景写真 1

360



石垣番号 lqa1 209 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 土 留 石 垣 位 置 G友 当石垣は円内中心部に在する)

Ｊ
　
単

い）ヽ
ｏ

ｔ
ヽ

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

斎
ヽ

φ

石垣延長 天端 8.00     下端 840

石垣高さ
左 1.15           右 096

最高 1.15  最高点位置

石垣勾配
左 0.05           右 0.10

最高地点 0.05

地盤状況 その他(石段 )

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ。乱積
〕

石垣現状 ズレ・部分崩壊

構築年代 Ⅲ期 ヽ

プ
危 険 度 A

特記事項 残存石垣が逆勾配で道側にせ り出す

破損の要因と破損状況
図

71∂
p"

懃
ふ
ミ 鍮 麟

乏でW鄭鴫 葛 脇レ脇i

0

種五艤 急 代 麹

ど

。

な
る

題
れ

問
ら

の
み

上
が

造
レ

構
ズ

等

ヽ

法
り

工
よ

施
に

石垣天端の樹木の影響など
により、部分崩壊がみられ
る。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 km 210 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 その他(/1ヽ 天地) 石垣位置 在する)

〔  
｀

`<|、
券

角の形状

右

一
左

す り付け

すり付け

石垣延長 天端 2.60         下端 2.60

石垣高さ
左 1.00      右 010

最高 1.00  最高点位置

石垣勾配
左 0.25            右 000

最高地点 0,25

地盤状況 斜

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 天端が不揃いである。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1

362



その他(小天地)

天端が不揃いである。

略 図

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

9      1      2      3

す り付け

天端  160          下端 200

最高 2.82  最高点位

0.10           右 025

最高地点 0.10

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1

363



石垣番号 lul1 212 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名

石垣部位 その他(小天地) 垣位置 骸当石

角の形状

右

一
左

出角

すり付け

石垣延長 天端 1780        下端 1790

石垣高さ
左 1.20           右 282

高 410  最高点位置

石垣勾配
左 020           右 010

最高地点 0.25

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ ヌケ・小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B ヽ

特記事項 樹根が石垣面に侵入している。

破損の要因と破損状況
図

石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、ヌケ、小ハラ
ミがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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